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要約：文部科学省は国公私立大学に対して、継続的に教育改革の推進を支援する取り組みを行っ

ている。それを受けて各大学は多様な取り組みを行っている。そのような中、関西大学と日本福

祉大学では、これまでそれぞれが行ってきた実践を連携して取り組む協働実践を開始した。本研

究はその詳細と、そこでの学生の学びに着目したものである。 
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1.研究の背景 
 文部科学省は、高等教育の質向上と国際的な

競争力を高めるために、「現代 GP」や、「特色

GP」等、競争的な環境に大学を置き、支援す

るようになった。 
 大学の特色ある実践が求められる中、関西大

学総合情報学部(以下、関西大学)と、日本福祉

大学福祉経営学部(以下、日本福祉大学)はそれ

ぞれ独自に、国際協力プロジェクトを立ち上げ、

学生の実践的な学びを推進してきた。この実践

をさらに充実させるために 2007年度よりプロ

ジェクトを協働で実施し、新たな取り組みを始

めた。 
 関西大学では、過去 2 年にわたり、フィリピ

ンで村落開発プロジェクトを実施してきた。こ

のプロジェクトの目的は、農村部の高校での情

報教育の支援である。また、参加した学生が実

践を通して、英語力、運営力を身に付けること

である。プロジェクトは関西大学学生と現地の

教員と協働して行い、ディスカッションをし、

現地のニーズを取り入れながら進めている。 
 一方、日本福祉大学では 2006 年度より学生

の「フィリピン研修」の一環として、同じ農村

の高校に中古パソコンを寄贈し、情報教育の支

援を開始した。この活動では、農村部のニーズ

に合った支援を行う事を目指し、まず現地のニ

ーズ把握から始めた。特に、福祉の視点から支

援を考えることを目指した。2007 年度は定期

的に訪問し、現地で学生が活動することを目指

している。 
 これまで各大学で独自に行ってきた実践で

あるが、2007 年度は、両大学が連携すること

で、さらに充実したプロジェクトを展開できる

のではないかと考えた。両大学の学生の専門領

域が違うことで、互いに違う視点で議論をする

ことができ、それが多様な視点を生かすことに

つながるのではないかと考えた。 
  
2.研究の目的 
 本研究の目的は、大学連携により協働プロジ

ェクトを実施する中で、参加した学生がどのよ

うに学んでいくかそのプロセスを明らかにす

ることである。 
 他大学の学生同士がどのように協調的な関

係を持ちながらプロジェクトを推進すること

ができるか、そのプロセスの中でどのように学

ぶことができるかを明らかにし、新しい大学教

育の方法を提案する事を目指している。 
 
3.研究方法と対象 
 研究方法はインタビューとその分析である。

関西大学と日本福祉大学の学生それぞれに対

して、半構造化インタビューを行い、そのデー

タをグラウンデッドセオリーアプローチに基

づいて分析する。 
 理論的サンプリングに基づき、最初の対象者

は活動のリーダー的な学生に対してインタビ

ューを実施する。 
 
4.実践の概要 
 関西大学と日本福祉大学は 2006 年から、フ

ィリピン・ミンダナオ島・サンイシドロという

村落において、国際協力プロジェクトを実施し

てきた。2007 年度は、それぞれの大学が行っ

ている活動の質向上、そして他分野の学生と協

働して展開していく事を目指した。 



協 働 の 方 法 と し て 、 LMS (Learning 
Management System) を利用し、ウェブ上の

フォーラムで互いの活動を情報共有し、議論を

深めることにした。加えて、テレビ会議を活用

し、同期対面方の議論も平行して行った。 
 本研究ではこの協働実践に着目し、そこでの

学生の学びを明らかにする。 
 
4-1.関西大学の実践 
関西大学では 2006 年より「フィリピン村落

部における ICT を活用した村落開発」プロジ

ェクトを立ち上げ、現地高校を対象とし、ICT
教育の普及を目的とした活動を行ってきた。活

動の主体は関西大学の大学院生 2 名と、学部生

7 名で、活動を行っている。 
 2007 年 8 月の訪問では、高校において教員

のコンピュータスキル向上のための教員研修

と、今後の村落開発に向けた現状調査を行う。 
 
4-2.日福大の実践 
日本福祉大学では 2006 年度に、「フィリピ

ン研修」を行い、その研修活動の一部としてサ

ンイシドロ高校での ICT 教育支援と、現地

NGO「House of Joy」の語学教育支援を行っ

てきた。この活動には、日本福祉大学が毎年開

催している World Youth Meeting(以下、

WYM)で中心となったメンバーが有志で参加

している。WYM とは、日本福祉大学の学部生

が中心となり開催する異文化コミュニケーシ

ョンの国際大会で、毎年数カ国から大学や高校

を招聘し、英語での発表を行っている。 
日本福祉大学の実践は 2006年度から始まっ

たものであり、まだ具体的な活動方針は決まっ

ていないが、2007 年度以降も活動を継続して

いく予定である。 
 
4-3.協働実践 
 関西大学と日本福祉大学との協働実践は

2007 年 5 月に始まり、Web 上に「moodle」と

呼ばれる LMS を立ち上げ、そこでオンライン

上のやりとりをしている。加えて対面での交流

会を持ち、どのような支援が必要であるか、議

論を行っている。 
 
〔moodle〕 
「moodle」とは LMS の一つで、モジュール

の追加によりフォーラムなど様々なコミュニ

ケーションツールを総合的に扱うことができ

る。主な使用方法としてフォーラム機能を使い、

情報共有、意見交換を行っている。 
 

〔交流会〕 
 交流会は 2007 年 7 月と、8 月に行い、対面

で親交を深めた。第一回の交流会では、協働プ

ロジェクトを始めるためのキックオフミーテ

ィングとして、二回目は今後の取り組みに対し

ての議論を深めた。今後も活動報告会など、定

期的な対面での交流会を持つことを予定して

いる。 
 
〔WYM〕 
 2007 年 8 月 3、4 日に日本福祉大学美浜キ

ャンパスで行われた WYM において、関西大

学と日本福祉大学の参加学生が共同で発表を

行った。発表では、それぞれがこれまで行って

きた活動の紹介と、今後の協働実践の展望につ

いて述べた。 
 
5.分析の結果 
 本研究は現在進行中であり、分析は終了して

いない。詳細については当日報告する。 
 
6.今後の課題 
 今回の研究では協働プロジェクトに参加す

る学生のインタビューを行うが、今後、プロジ

ェクトの活動観察記録、プロジェクト評価など

の研究方法を取り入れ、トライアンギュレーシ

ョンをしていく必要があるだろう。 
 また本協働プロジェクトはまだ開始したば

かりであり、今後両校の学生がさらに活動を充

実させるための支援にはどのようなものがあ

るか、研究を深めていく必要があるだろう。 
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